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本朝書策目録
写[ 室町末期 ]　1軸 　29.5cm　＜請求記号  WA16-49＞　
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2540646

浜 田 久 美 子

『本朝書籍目録』
―書き継がれてきた日本の図書目録

国立国会図書館の蔵書から

　
『
本
朝
書
籍
目
録
』
は
、
日
本
で
編
纂
さ
れ

た
「
国
書
」
四
九
三
部
を
、帝
紀
・
公
事
・
政
要
・

氏
族
・
地
理
・
詩
家
な
ど
二
十
の
編
目
に
分
類

し
て
掲
載
し
た
図
書
目
録
で
あ
る（

１
）。
収
録
書
名

や
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
奥
書
の
存
在
か
ら
、

鎌
倉
時
代
後
期
の
成
立
と
さ
れ
る
が
、
正
確
な

編
纂
時
期
や
編
者
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
以
前

の
『
本
朝
法
家
文
書
目
録
』
や
『
通
憲
入
道
蔵

書
目
録
』
な
ど
、
特
定
の
主
題
や
蔵
書
家
の
目

録
と
は
異
な
り
、
現
存
最
古
の
国
書
総
目
録
と

さ
れ
る（

２
）。

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
数
種
の
伝
本
を
所
蔵

す
る
が
、
貴
重
書
本
（
冒
頭
写
真
）
は
、
奥
書
や

注
が
な
く
、
紙
質
、
筆
跡
な
ど
か
ら
室
町
時
代

末
期
の
書
写
と
さ
れ
る（

３
）。
後
補
料
紙
の
右
上
に

「
九
條
」
の
朱
方
印
が
あ
る
よ
う
に
、
九
条
公

爵
家
旧
蔵
本
で
あ
る（

４
）。
も
う
ひ
と
つ
の
古
写
本

で
あ
る
東
洋
文
庫
所
蔵
の
岩
崎
文
庫
本（

５
）が
「
類

聚
」
部
冒
頭
か
ら
「
雑
抄
」
部
末
尾
ま
で
の
残

欠
本
の
た
め
、
こ
の
貴
重
書
本
が
最
も
原
本
に

近
い
内
容
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

刊
本
に
は
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
本
（
次

ペ
ー
ジ
画
像
、
次
々
ペ
ー
ジ
画
像
Ｂ
）
と
群
書
類
従

本
（
同
Ｃ
）
の
二
種
類
が
あ
り
、
後
者
は
『
群

書
類
従
第
二
八
輯
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
五
九
年
（
三
版
））
に
収
録
さ
れ
、
容
易

に
閲
覧
で
き
る
。
し
か
し
、
著
者
は
貴
重
書
本

今 月 の 一 冊
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を
見
て
、
群
書
類
従
本
と
の
内
容
の
違
い
に
驚

か
さ
れ
た
。
そ
こ
で
伝
本
を
調
査
し
よ
う
と

思
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
は
「
本
朝
書
籍
」「
日

本
書
籍
惣
目
録
」「
仁
和
寺
書
籍
目
録
」「
御
室

和
書
目
録
」
な
ど
異
な
る
書
名
も
含
む
、
多
種

多
様
の
伝
本
が
存
在
す
る
。
貴
重
書
本
は
書
名

と
巻
数
の
み
を
記
す
シ
ン
プ
ル
な
内
容
だ
が
、

多
く
の
伝
本
に
は
編
者
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
貴
族
の
日
記
を
載
せ
る
「
諸
家
名

記
」
や
、
南
北
朝
や
室
町
時
代
の
公
卿
二
条
良

基
、
一
条
経
嗣
、
一
条
兼
良
の
著
作
目
録
の
ほ

か
、「
本
朝
書
籍
目
録
外
録
」
な
ど
が
追
記
さ

れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。 

　

一
九
三
六
年
に
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』
を

著
し
た
和
田
英
松
氏
は
、
約
五
十
の
伝
本
を
調

査
し
て
い
る
が
、
戦
前
期
と
今
と
で
は
伝
本
の

残
存
状
況
は
異
な
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
六
五

の
伝
本
を
調
査
し
、
古
写
本
に
つ
い
て
系
統
整

理
を
試
み
た（

６
）。
し
か
し
、
多
く
の
近
世
写
本
の

整
理
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
近
年
、
久
保
木
秀

夫
氏
は
六
六
の
伝
本
の
一
覧
を
注
の
有
無
や
奥

書
の
種
類
な
ど
で
分
類
し
て
い
る
が
、「
悉
皆

に
近
い
形
で
の
調
査
を
果
た
し
て
い
つ
終
え
ら

れ
る
の
か
（
中
略
）
ま
っ
た
く
見
通
し
を
立
て

ら
れ
ず
に
い
る
」
と
記
し
て
い
る（

７
）。

　

諸
伝
本
を
実
見
す
る
な
か
で
、
そ
の
内
容
に

も
興
味
を
持
っ
た
。
古
代
の
法
制
史
料
で
あ
る

「
弘
仁
式
」
は
一
部
の
断
簡
を
残
す
の
み
で
ほ

と
ん
ど
が
散
逸
し
た
が
、「
弘
仁
格
式
序
」（『
類

聚
三
代
格
』
巻
一
所
収
）
や
『
本
朝
法
家
文
書

目
録
』
よ
り
四
十
巻
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
貴
重
書
本
は
「
弘
仁
式
」
の
巻
数
を

四
十
巻
と
し
て
い
る
（
Ａ
）
が
、
寛
文
十
一
年

（
一
六
七
一
）
刊
本
は
三
十
巻
で
「
或
四
十
」

の
注
を
付
し
（
Ｂ
）、
群
書
類
従
本
は
三
十
巻

と
の
み
記
し
て
い
る
（
Ｃ
）。

　

な
ぜ
二
つ
の
刊
本
に
誤
っ
た
巻
数
が
記
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
調
べ
て
み
る
と
、
三
十
巻
本

の
弘
仁
式
が
現
存
し
、
江
戸
時
代
よ
り
偽
書
と

み
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

本
来
の
弘
仁
式
が
早
い
段
階
で
散
逸
し
、
江
戸

時
代
に
偽
の
三
十
巻
本
が
成
立
し
た
た
め
、『
本

朝
書
籍
目
録
』
の
弘
仁
式
の
巻
数
が
四
十
巻
か

ら
三
十
巻
に
変
化
し
た
と
考
察
し
た（

８
）。
た
と
え

偽
書
で
あ
っ
て
も
、
当
時
三
十
巻
本
弘
仁
式
が

存
在
し
た
た
め
、
目
録
の
記
載
に
「
三
十
巻
」

と
い
う
情
報
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
目
録
が
歴
史
書
や

文
学
作
品
の
よ
う
に
定
ま
っ
た
テ
キ
ス
ト
と
し

て
伝
写
さ
れ
て
き
た
の
で
な
く
、
生
き
た
書
目

と
し
て
時
代
の
な
か
で
書
き
継
が
れ
て
き
た
こ

と
が
わ
か
る
。
実
際
、
室
町
時
代
に
は
、
天
皇

や
貴
族
た
ち
の
典
籍
採
訪
に
あ
た
り
、
各
家
の

当館所蔵の寛文刊本は国学者 伴信友による書き入れがある。
本朝書籍目録　長尾平兵衛　寛文11
＜請求記号  京-327＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2533951
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蔵
書
目
録
と
校
合
す
る
形
で『
本
朝
書
籍
目
録
』

が
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

９
）。

　
「
最
古
の
国
書
総
目
録
」
と
さ
れ
る
『
本
朝

書
籍
目
録
』
は
、
最
も
長
い
間
利
用
さ
れ
て
き

た
目
録
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（１）収録書名や編目数は伝本により異同がある。
（２）和田英松「本朝書籍目録解題」（『本朝書籍目録考証』パルトス社、1990年、明治書院1936年刊の複製）5頁。
（３）国立国会図書館参考書誌部編『国立国会図書館所蔵貴重書解題』第11巻古写本の部第3（国立国会図書館、

1981年）82-86頁。なお、貴重書本のタイトルは「本朝書策目録」であるが、本稿では統一的に使われてい
る「本朝書籍目録」の表記を用いる。

（４）反町茂雄『一古書肆の思い出』3（平凡社、1998年）108、145頁
（５）東洋文庫日本研究班編纂『岩崎文庫貴重書書誌解題』4（東洋文庫、2004年）64-65頁。岩崎本も室町

後期写とされる。
（６）浜田久美子「『本朝書籍目録』について―奥書の検討と系統整理―」（阿部猛編『中世の支配と民衆』同成社、

2007年）73-97頁。
（７）久保木秀夫「『本朝書籍目録』有注本・披見伝本一覧稿」（『国文鶴見』50、2016年3月）
（８）浜田久美子「「三十巻本弘仁式」に関する覚書」（『延喜式研究』29、2013年3月）。
（９）和田英松前掲注（２）著書、20-22頁。

（A）貴重書本では弘仁式は「卌巻」（40巻）
（B）寛文刊本では「三十巻（或四十）」
（C）群書類従本（第622冊）＜請求記号  127-1＞では「卅

巻」（30巻）
　　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2559250

Ａ

Ｂ
Ｃ
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　国立国会図書館レファレンス協同データベース事業とその参加館お
よび協力者が、「Library of the Year 2017 ライブラリアンシップ賞：
レファレンスの集積・可視化・公共財化」を受賞しました。
　Library of the Year は、NPO 法人知的資源イニシアティブ（IRI）
が図書館等を対象として授与する賞で、他の図書館にとって参考にな
るすぐれた活動や、独創的で意欲的に取り組んでいる具体的な事例を
評価し、広く知らしめることを目的としています。
　このうち、2016 年に新設されたライブラリアンシップ賞は、長年
にわたって地域住民や図書館員が協同し、さまざまな図書館活動を継
続的に行った図書館等を称えるものです。
　今回の受賞では、750 を超えるあらゆる館種の機関が協力しあっ
て、わが国のレファレンス・サービスの事例を長年にわたって集積し、
社会に対して可視化・公共財化した意義が評価されました。また、本
賞は当館および本事業にとどまらず、同事業に協力したすべての関係
者による長年の尽力と連携が表彰の対象となりました。
　今月号ではこれを機に、レファレンス協同データベースについて、
ぎゅっとまとめて特集します！！

レファレンス協同データベース
イメージキャラクター　れはっち

表彰式は、第 19 回図書館総合展
のフォーラム「Library of the Year 
2017」の一部として昨年 11 月 8 日

（水）に横浜みなとみらいのパシ
フィコ横浜で開催されました。

いただいたトロフィーです。

Library of the Year 2017 

ライブラリアンシップ賞

受賞記念
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埼玉県立久喜図書館
前野早苗氏、川﨑みゆき氏（レファ協参加館代表）
　レファ協の事業が評価されたことを大変うれしく思うと同
時に、参加館を代表して授賞式に登壇させていただき光栄
に思っています。当館は公開事例数も多く、遡及分の修正
を含め編集作業には大変な時間と労力がかかっていま
す。これからも、“だれでも活用できる” レファ
レンス事例を公開するよう取り組んでいき
ます。

日本貿易振興機構アジア経済研究所図書館
坂井華奈子氏（レファ協企画協力員）
　企画協力員としてはまだ日が浅いのですが、会議やフォー
ラム、研修でのコメント付与などを通し、ひとつひとつの事
例の蓄積の背景にある各館のライブラリアンの奮闘や、事

業としての根幹をなす事務局のご尽力などを改めて実感し
ています。レファレンスという図書館サービスを通し

て複合的に成り立つレファ協がこのような形で
評価されたこと、大変うれしく思います。

千葉経済大学短期大学部教授　
齊藤誠一氏

（レファ協サポーター、元・企画協力員）
　レファ協の発足当初を知っている者として、今回の受賞は
感無量であり、レファ協が多くの方に認知された証だと思
います。今後も「使えるデータベース」として更なる発展を願っ
ています。

国立国会図書館関西館
図書館協力課長　大島康作

多くの方々の長年のご尽力、ご協力により、レファ協
が築き上げられてきました。みなさまにお礼を申し上げます。
今回の受賞を励みに、参加館の輪を広げながら、参加館、
協力者のみなさまとますます協力して事業を推進して参りま
す。

レファレンス協同データベース（レファ協）は、当館が全国の図書館等と協同で構築している、調べ
物のためのデータベースです。参加館で行われたレファレンスの記録など、調べ物に役立つデータが
約 20 万件登録されており、そのうち 10 万件以上がインターネット上でどなたでもご覧になれます。

< レファ協に登録されているデータ >
レファレンス事例：参加館で行われたレファレンスサービスの記録
調べ方マニュアル：特定のテーマやトピックに関する情報源の調べ方
特別コレクション：個人文庫や貴重書など、参加館が所蔵する特殊な
　コレクションに関する情報
参加館プロファイル：レファ協に参加している各参加館の情報

< データの公開レベル >
各データには、次のいずれかの公開レベルが設定されています。
一般公開：インターネット上で誰でも閲覧可能
参加館公開：参加館のみ閲覧可能
自館のみ参照：データを登録した館のみ閲覧可能

< 協力者 >
企画協力員：データの質の向上のための活動、事業の広報や研修など、多方面で
　協力くださっている方々。参加館職員や外部有識者に委嘱しています。
サポーター：レファ協の活性化や広報のため、各所で活動くださっている方々。いわば
　レファ協の「応援団」です。色々な所属・経歴の方が立候補のうえ、登録くださっています。

今回の受賞は NDL だけでなく、参加館や協力者など多くの関係
者に対するものです。さまざまな立場でレファ協に協力いただい
ている方 と々一緒に賞を受け取りました。

（写真左から齊藤氏、川﨑氏、前野氏、大島、坂井氏）

http://crd.ndl.go.jp/reference/
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２
０
０
２
年
10
月
に
開
館
し
た
国
立
国
会
図
書

館
（
以
下
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
関
西
館
の
設
置
目
的
の
ひ

と
つ
は
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
で
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
全
国
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例

を
統
合
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
・
運
用
し
、

そ
の
可
能
性
を
検
証
す
る
3
か
年
の
実
験
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
担
当
者
が
国

内
の
図
書
館
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
事
例
等
の
記
録
や
活
用
の
状
況
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
記
録
シ
ス
テ
ム
の
有
無
な
ど
を
調
査
す
る

と
と
も
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
必
要
性
や
求
め
る

機
能
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
デ
ジ
タ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

の
動
向
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
３
年
、
第
一
期
参
加
館
募
集
を
行
っ
た

結
果
、
公
共
図
書
館
・
大
学
図
書
館
・
専
門
図
書

館
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
館
種
か
ら
１
４
８
館
が
参
加

館
と
な
り
ま
し
た
。
翌
年
4
月
1
日
に
シ
ス
テ
ム

を
参
加
館
に
正
式
公
開
し
、
参
加
館
か
ら
の
デ
ー

タ
登
録
が
本
格
化
し
ま
す
。　
　

　

２
０
０
５
年
2
月
、
実
験
事
業
の
締
め
く
く
り

と
し
て
開
催
し
た
初
の
参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、

１
０
０
機
関
か
ら
１
３
７
名
の
関
係
者
が
集
ま
り

　「ＮＤＬ，レファレンス協同データベース実験事業を実施」。そんな見
出しと共にレファ協が初めて広く紹介されたのは、2002 年 10 月 2 日
発行の『カレントアウェアネス - Ｅ』創刊号でのことでした。
　実験事業として始まったレファ協は、多くの方々の協力を得ながら、
現在に至るまで成長を続けています。その歩みを振り返ってみましょう。

日本語

: P A N T O N E  1 2 3 C

: K 1 0 0 ％
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20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

参加館数（左軸）

レファ協参加館数と
登録データ数の推移

登録データ総件数（右軸）

登録データ一般公開件数（右軸）

2016 （年度）2015201420132012201120102009200820072006200520042003
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ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
館
種
の
機
関
で
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
職
員
が
一
堂
に
会
す
る

（
お
そ
ら
く
）
初
の
機
会
と
な
っ
た
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
の
活
用
や
デ
ー
タ

の
品
質
を
保
つ
た
め
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見

が
交
わ
さ
れ
、特
に
、館
種
を
超
え
た
「
協
同
の
場
」

と
し
て
の
レ
フ
ァ
協
の
意
義
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
場
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
活
か
す

べ
く
、
こ
の
頃
に
は
、
登
録
デ
ー
タ
に
つ
い
て
参

加
館
同
士
が
意
見
や
情
報
を
交
換
で
き
る
コ
メ
ン

ト
機
能
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

3
か
年
の
実
験
事
業
段
階
を
終
え
た
レ
フ
ァ
協

は
、
２
０
０
５
年
4
月
に
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
」
と
改
称
し
、
12
月
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
一
般
公
開
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
か
ら
は
、
参
加
館
の
職
員
や
外
部

有
識
者
か
ら
な
る
企
画
協
力
員
会
議
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
レ
フ
ァ
協
の
広
報
に
活
躍
し
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
れ
は
っ
ち
」
も
、
こ

の
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
館
数
は
徐
々
に
増
え
て
い
き
、

デ
ー
タ
登
録
数
も
着
実
に
増
加
、
２
０
１
２
年
に

8 

実
施
計
画
策
定

 

基
本
設
計
開
始
、シ
ス
テ
ム
開
発
開
始

 

国
内
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、関
係
機
関
説
明
会
、参
加
館
準
備
会
議
等

9 
第
一
期
参
加
館
募
集

9 
事
業
紹
介
ペ
ー
ジ
を
公
開

9 

実
施
要
項
お
よ
び
参
加
規
定
策
定

12 

第
1
回
参
加
館
会
議

4 

シ
ス
テ
ム
を
参
加
館
に
公
開

7 

有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
開
催（
～
12
月
、全
5
回
）

2 

第
1
回
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム

3 

コ
メ
ン
ト
機
能
提
供
開
始

4 

本
格
事
業
化
。「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
」に
改
称

10 

デ
ー
タ
作
成・公
開
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

10 

第
1
回
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
シ
ス
テ
ム
研
修
会

12 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス一
般
公
開

2 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
の
統
合
検
索
対
象
に
追
加

4 

組
織
再
編
に
伴
う
事
業
移
管 

（
電
子
図
書
館
課
か
ら
図
書
館
協
力
課
へ
）

7 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
企
画
協
力
員　

委
嘱

9 

企
画「
コ
メ
ン
ト
祭
り
」

2 

『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
デ
ー
タ
集　

デ
ー
タ
と
解
説
』刊
行

 

「「
コ
メ
ン
ト
機
能
」イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」連
載（
レ
フ
ァ
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

11 

企
画「
コ
メ
ン
ト
祭
り
」

7 

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

 

学
校
図
書
館
の
実
験
参
加
開
始

2 

御
礼
状
送
付
ス
タ
ー
ト

20082009 2007 2006 2005 2004 2003 2002

企画協力員がレファ協データへ情
報提供、感想などのコメントをつけ
る企画。一か月間で約100件のデー
タにコメントがつけられました。

2度目のコメント祭りは参加館全体にコメントを
つのり、みんなでコメントをつけ合いました。

登録データについて参加館同士が意見
や情報を交換できるようになりました。コ
メントのおかげで解決した事例も！

このころ「れはっち」誕生

　　　　　　　　※原型

2009年から、データ登録数・アクセス数などで
一定の基準を満たした機関に、国立国会図書
館長からの御礼状をお送りしています。

148館が最初の参加館となりました
（公共図書館 78、大学図書館 51、
専門図書館 16、支部図書館 2、
NDL）。

初期のトップ画面
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は
デ
ー
タ
登
録
総
数
が
10
万
件
の
大
台
を
突
破
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
図
書
館
の
活
用
の
動
き
が
進
む
中

で
、
多
く
の
参
加
の
ご
要
望
を
い
た
だ
い
た
こ
と

か
ら
、
２
０
０
８
年
に
学
校
図
書
館
の
実
験
参
加

を
開
始
し
、
２
０
１
３
年
に
は
正
式
に
参
加
対
象

と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
２
０
１
０
年
に
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
（
外
部
提

供
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
）
１
．
０
を
、
２
０
１
３
年

に
は
、
検
索
機
能
を
強
化
し
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
２
．
０
の

提
供
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
外

部
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
等
と
レ
フ
ァ
協
デ
ー
タ
が
つ

な
が
る
可
能
性
が
広
が
っ
た
と
い
え
ま
す
。　

　

２
０
１
４
年
に
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
が
１
万
を
突
破
、
翌
年
に
は
デ
ー
タ
登
録
総
数

が
15
万
件
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
「
魔
法
が
つ
か
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

な
ど
、
い
く
つ
か
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
が
ツ
イ
ッ

タ
ー
上
で
話
題
と
な
り
、
一
般
の
方
か
ら
も
「
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
初
め
て
知
っ
た
」

「
図
書
館
で
こ
ん
な
こ
と
も
し
て
く
れ
る
ん
だ
！
」

等
と
好
意
的
な
反
応
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
を
描

 

「
教
え
て
、お
宅
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」連
載（
レ
フ
ァ
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

6 

企
画「
例
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」

10 
企
画「
教
え
て
！
定
番
事
例
」

3 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
対
象
と
し
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
１
．０
の
提
供
を
開
始

4 

ツ
イ
ッ
タ
ー
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設 

（@
crd_tw

eet

）

8 

デ
ー
タ
作
成・公
開
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
訂

8 

企
画「
夏
休
み
定
番
事
例
」　

9 

企
画「
Ａ
Ｐ
Ｉ
腕
自
慢
」

2 

サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
制
度
ス
タ
ー
ト

　

 

企
画
協
力
員
賞
ス
タ
ー
ト

10 

企
画「
コ
メ
ン
ト
で
応
援
！　

公
開
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

12 
 

デ
ー
タ
総
数
10
万
件
突
破

2 

Ａ
Ｐ
Ｉ
２
．０
の
提
供
を
開
始

3 

写
真
展「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
風
景
」（
第
９
回
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
企
画
）

7 

学
校
図
書
館・学
校
図
書
館
関
係
団
体
の
正
式
参
加
開
始

11 

企
画「
み
ん
な
で
手
を
た
た
こ
う
！
」

 

「
れ
は
っ
ち
の
お
で
か
け
レ
ポ
ー
ト
」連
載（
レ
フ
ァ
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

7 

『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
事
例
集 

第
１
集 

参
加
館
種
別
編
』

制
作

８ 

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
１
万
を
超
え
る

 

未
参
加
館
向
け
説
明
会

2014 2013 2012 2011 2010 2009

レファ協には、データに拍手ができる
「拍手機能」があります。この企画では、
広く一般の方にも参加をつのり、ツイッ
ターでも「#レファ協拍手」のハッシュ
タグでつぶやいていただきました。

「参加館公開」の事例にサ
ポーターからコメントをつけ
てもらい、「一般公開」への
後押しをしてもらう企画。

御礼状の基準には届かないけ
れど貢献が大きい館に対して、
企画協力員の協議で賞をお送
りしています。

レファ協APIを用いたアプリケーショ
ンを募集した企画。ツイッターでのつ
ぶやきを解析してレファ協事例を紹介
してくれるbot「おしえて！れはっち」
もこのとき誕生し
ています。

基本的なレファレンス・ツールやイン
ターネット情報資源を用いて即答で
きる事例や、各館で頻繁に聞かれる
事例といった「定番」を積極的に登
録してもらう企画。

1 

  

レファレンス 
協同データベース 
登録事例集 
第1集 参加館種別編 
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い
た
埜
納
タ
オ
氏
の
漫
画
作
品
『
夜
明
け
の
図
書

館
』
に
レ
フ
ァ
協
が
登
場
し
、
よ
り
広
く
認
知
さ

れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　　

レ
フ
ァ
協
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
「
つ

な
が
り
」
が
生
ま
れ
、
維
持
さ
れ
、
変
化
し
な
が

ら
成
長
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
後
も

参
加
館
、
協
力
者
、
そ
し
て
利
用
者
の
み
な
さ
ま

と
共
に
、
事
業
の
さ
ら
な
る
成
長
・
発
展
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

6 

デ
ー
タ
総
数
15
万
件
突
破

7 

英
語
版
事
業
紹
介
ペ
ー
ジ「W

hat's C
R

D
?

」を
新
設

7 

『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
事
例
集 

第
２
集 

学
校
で
使
え

る
事
例
編
』制
作

10 
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
２
万
を
超
え
る

10　

企
画「
掘
り
出
せ
！
図
書
館
埋
蔵
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

11 
Library of the Y

ear 2
0

1
7

 

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
シ
ッ
プ
賞
を
受
賞

2017 2016 2015

東邦大学医学メディアセンター 大橋病院図書室　牛澤典子氏
　受賞おめでとうございます！
　協力員をやめてから久しいですが、今でもレファレンス事
例は毎日のように拝見しており、全国の図書館員が世の中の
難問を日々解決している様子に、いつも驚嘆しています。
　協力員の時に各地で活躍されている図書館員の皆様、関
西館の皆様とご一緒できたのは大変貴重な経験でした。皆
のアツイ気持ちがレファ協を作りあげているのだと実感した
ものです。
　私は医学系の図書館にいるため、やはり医療に関するレ
ファレンスに一番興味があります。質問者のプライバシーへ
の配慮が必要なので、医療に関連する事例の登録は大変だ
と思いますが、増えている医療・健康情報サービ
スにおおいに資するものと期待しております。

青山学院大学教育人間科学部教授　小田光宏氏
　レファ協の創設前の準備期間を含め、人生の 4 分の 1 を
この事業とつきあっている。改めて振り返ると、多様な「発想」
が次 と々生み出されたことに気づく。
　そもそも、四つのデータベース（p5 参照）からなること自体、
レファレンスサービスを質問回答サービスのみに制約しない
考え方として秀逸である。全国の図書館が「協同」すること、
しかも館種を超えていることは、国立国会図書館の事業とし
て、発足当初、驚きの眼差しで迎えられた。見逃せないのは、
コメント機能を設けたことであろう。
　発展を促す「しかけ」や「はたらきかけ」も心憎い。事
業の主役である参加館の祭典として、早春に開かれるフォー
ラム。運営を手助けする企画協力員とサポーターの制度。レ
ファレンスサービスの技能向上に資する「研修モード」には、
ずいぶんとお世話になった。参加条件を厳しくしない進め方
は、小田語録では「ゆるレファ」としているが、これはレファ
協の基調である。
　真骨頂は、随所に見られる「遊び心」か。いつの頃から
か公式キャラクターに出世した「れはっち」、そして、彼（彼女？）
の姿入りのレファ協グッズ。「拍手」ボタンは、私のお気に入
り（喝采！）。参加館の貢献に対する「御礼状送付」は、「そ
こまでやるか」の一言に尽きる。思い起こせば、「レファ協」
という愛称を、フォーラムの講演で発言したら、どさくさ紛れ
で定着してしまった。こんな歩みが、レファ協らしく心地よい。
　しかし、こうした様々な発想の原点は、創設の準備期間に
行われた関係者ヒアリングにおいて、すでに見え隠れしてい
た。ヒアリングと言っても、実質は討議であり、数時間に及
んだ。メンバーは、田村俊作さん、大串夏身さん、そして私
である。レファレンスサービスを専門とする 3 名が
一堂に会して語り合ったのは、未だにこのときしか
ない。レファ協の強烈な想い出の一コマである。

レファ協未参加の図書館を対
象に、事業を知ってもらうた
めの研修会を初めて開催しま
した。

Excel や Accessなどのデータでレファ
レンス記録を保存している図書館を募り、
そのデータを事務局がレファ協へ一括登
録可能な方式に変換するという企画。7
館から応募があり、約3,700件のデータ
が登録されました。
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昭和女子大学名誉教授　大串夏身氏
　事業を開始するにあたって、都道府県立図書館など
へ参加を働きかけた。事務局は、手分けして電話をか
けたりして働きかけたが、県立図書館のなかにはなか
なか参加するとは言ってくれなかったところがあって、
何度も、時には長い時間をかけて参加するように働き
かけたという。将来、図書館員だけでなく、地域住民、
学生、生徒など、皆が活用するものになってもらいたい。
図書館員は、仕事で参照するだけでなく、研修などに
も活用してほしい。さらに、海外の図書館員が、日本

のことを聞かれたらまず参照するデータベー
スになるようになるといいだろう。

千葉経済大学短期大学部教授　齊藤誠一氏
　今、レファ協を “わらじ” という言葉で検索すると 56
件の事例がヒットします。検索をするたびにその数は増
えています。レファ協が立ち上がる以前、「同じような
問い合わせはそんなに多くないのでレファレンス記録を
残しても役に立たない」とある人から言われたことがあ
ります。「そんなことは絶対にない！」といつか証明した
いと思っていました。私にとって “わらじ” は証明のた
めのキーワードになりました。同じような問い合わせは
必ずある。だからレファレンス記録を残し、将来の問い
合わせに備えることが必要なのです。
　「前の事例がヒントになってその後の調査が充実した
ものになる」
　調査は、情報の連鎖によって的確な情報に結びつき
ます。そして事例の蓄積は、時間の経過の中でその時
代の世相を見る鏡にもなると思います。ライブラリアン
シップ賞の受賞は、立ち上げの時の理念が間違ってい
なかったことが認知されたのだと思います。
今後もデータの蓄積が大きな力になること
を信じています。

株式会社図書館流通センター顧問　寺尾隆氏
　様々な図書館で日々利用者のために行われているレ
ファレンスサービス。それらのレファレンス記録、パス
ファインダーは、図書館員の努力の結晶です。それら
の貴重なデータが、長年にわたり参加館の尽力によっ
て登録されて来たレファレンス協同データベース事業が
今回受賞の栄誉を受けました。本事業に関わって来ら
れた方 と々ともに喜びを分かち合いたいと思います。
　2006 年、ある未解決事例に多くの図書館からコメ
ント機能により次々と情報が寄せられたことがありまし
た。レファ協の意義を感じ、とても印象に残っています。
これからも、レファ協が「謎に挑む」多くの
人々に役立って行くことを心より願っていま
す。

秋田県図書館協会顧問　山崎博樹氏
　事業担当者として、企画協力員として、13 年間関係
させていただきました。この事業は国立国会、公立、
大学、専門、学校の各図書館と館種を問わず参加可
能という点が優れています。また、企画協力員、サポー
ター制度も効果的な存在であると思います。このことは、
LoY2017 ライブラリアンシップ賞に選ばれる大きな要
因でした。特に企画協力員会議は、他の会議とずいぶ
ん雰囲気が違っていて、かなり突っ込んだ検討や議論
がされ、初めての方は戸惑うこともあったようです。
　本事業が本格開始して 13 年を迎えようとしています。
登録件数は当初目標とした 10 万件を超え、多くの方々
に利用されるようになりました。当初は事業の認知度が
まだとても低く、全国の図書館に電話をかけ続けたこ
とが、今では懐かしい思い出です。事業を継続的に続

けていくこと、常にオープンなスタンスである
こと。この二つを私からのエールとして送り
たいと思います。

国立国会図書館関西館　依田紀久
　葉っぱが土にかえりやがて森を豊かにしていくように、
レファレンス事例もたくさん集まり見つけやすくなれば、
調べるための環境が良くなり、きっと知識が豊かになる。
当初は、「実験」事業としてやるべきことも焦点が定ま
らずにいましたが、レファレンスサービスに思いを持つ
人たちが議論する中で、このコンセプトが定まり、やが
て事業は楽しく動き出しました。事業の開始当初、「つ
なぎ役」となる事務局の一人として、たくさんの人たち
の思いを聞き出し、記録し、伝えることに奔走し、その
傍ら、制度とシステムと業務を形にしていった日々は、
今では懐かしい思い出です。
　レファレンスサービスは知識を豊かにするための社
会的な装置だとすれば、もっとできることがあるのかも
しれません。これからもレファレンスサービスに “熱い”
人がつながる結節点としてレファ協が発展していくこと
を願っています。
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―
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
な
体
制
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
県
立
熊
谷
図
書
館
・
久
喜
図
書
館
の
各
カ
ウ

ン
タ
ー
で
受
付（
来
館・電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ・郵
送
）、

調
査
し
て
い
ま
す
。ま
た
、県
立
図
書
館
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
メ
ー
ル
で
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

―
一
年
間
に
受
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
件

数
は
何
件
で
す
か
？
ど
ん
な
内
容
が
多
い
で

し
ょ
う
か
？

　
平
成
28
年
度
は
４
万
４
８
７
９
件
（
そ
の
う

ち
、
あ
る
程
度
複
雑
な
調
査
が
必
要
な
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
は
１
万
４
２
９
６
件
）
で
し
た
。
内
容

は
歴
史
・
社
会
科
学
や
地
域
資
料
関
係
が
多
い

で
す
。

―
レ
フ
ァ
協
へ
の
登
録
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
ま
す
か
？

　
各
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の

調
査
・
回
答
作
成
時
に
記
録
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
そ
の
記
録
を
参
考
に
、
入
力
担
当
者
が
レ

フ
ァ
協
へ
「
自
館
の
み
参
照
」（
＝
デ
ー
タ
登

録
館
の
み
閲
覧
可
能
）
で
登
録
を
行
っ
た
後
、

全
館
で
回
覧
し
、
不
足
点
や
修
正
す
べ
き
点
を

指
摘
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
、
登
録
取
り

ま
と
め
担
当
者
が
修
正
等
を
行
っ
て
、
デ
ー
タ

を
「
一
般
公
開
」（
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

誰
で
も
閲
覧
可
能
）
に
切
り
替
え
ま
す
。

　

デ
ー
タ
登
録
の
〆
切
を
2
ヶ
月
に
1
回
設

け
て
い
て
、
年
度
中
の
登
録
件
数
の
目
標
も
定

め
て
い
ま
す
。

―
印
象
に
残
っ
て
い
る
事
例
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
あ
り
ま
す
か
？

　

唱
歌
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
レ

フ
ァ
協
で
公
開
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
般
の
方

か
ら
メ
ー
ル
で
情
報
提
供
が
あ
り
、
再
調
査
し

て
そ
の
結
果
を
デ
ー
タ
に
反
映
し
ま
し
た
。
情

報
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
年
配
の
方
で
、

メ
ー
ル
を
や
り
取
り
す
る
中
で
感
謝
の
言
葉

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
般
の
方
も
レ
フ
ァ
協

を
結
構
見
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ
な
あ
と

思
い
、
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

れはっちはこのたび、埼玉県東部に位置する埼玉県立久喜図書館にお邪魔し

てきました。2004 年からレファ協に参加されている埼玉県立図書館は、累

計データ登録数とアクセス数の両方で群を抜いています *（データ登録数約

10,400 件、年間アクセス数約 420 万件 **）。レファ協とはどのようにお

付き合いくださっているのでしょうか？　じっくりお話を聞いてきました。

県立図書館のなかで、久喜図書館は自然
科学、技術、芸術、言語、文学、児童の
分野を担当。

* 埼玉県立久喜図書館では、埼玉県立図書館２館（久喜、
熊谷）のレファレンス事例が登録されています。
** データ登録数は 2017 年 12 月 31 日時点、アクセス数
は 2017 年の１年間。

レファ協を見た一般の方からの
情報提供で解決した事例

レファ協を一緒につくり上げてくださる、参加館のみなさまからの声をおとどけします。

一般レファレンスカウンターと
子ども図書室のカウンターです！
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―
レ
フ
ァ
協
に
参
加
す
る
一
番
の
メ
リ
ッ

ト
は
ど
う
い
っ
た
点
で
し
ょ
う
か
？

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る

点
で
す
。
図
書
館
は
本
の
貸
出
し
し
か
し
て

い
な
い
、
と
思
っ
て
い
る
方
も
ま
だ
多
い
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、
レ
フ
ァ
協
に
事
例
を
載

せ
る
こ
と
で
、
図
書
館
の
機
能
を
知
っ
て
も

ら
え
ま
す
。
図
書
館
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

や
健
康
・
介
護
の
情
報
な
ど
生
活
に
密
着
し

た
情
報
も
多
い
で
す
し
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、

一
度
利
用
す
る
と
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
方
が

多
い
サ
ー
ビ
ス
で
も
あ
り
ま
す
！

―
レ
フ
ァ
協
が
こ
れ
か
ら
こ
う
な
っ
た
ら

い
い
な
、
と
期
待
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

さ
ら
に
多
く
の
図
書
館
や
機
関
が
参
加
し

て
、
豊
富
な
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
お
互
い

に
協
力
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
自
館
で
登
録

し
た
事
例
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
受
け
、
ど

の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
か
が
知
り
た
い
で

す
。
例
え
ば
、
拍
手
ボ
タ
ン
が
も
っ
と
使
わ

れ
た
り
、
自
館
の
事
例
が
他
館
で
参
照
さ
れ

て
調
査
に
役
立
っ
た
場
合
は
そ
の
こ
と
が
わ

か
る
仕
組
み
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
参
考
や

励
み
に
な
り
ま
す
。

し
っ
か
り
し
た
体
制
の
も
と
、
日
々
豊
富
な

デ
ー
タ
が
登
録
さ
れ
、
外
部
の
方
か
ら
の
情

報
提
供
も
生
か
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
久
喜
図
書
館
の

み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

子ども図書室にも「さいたまの
ほん」のコーナーが！

子ども図書室「しらべる本」のコー
ナーで、埼玉県のキャラクター「コ
バトン」と２ショット♪

館内の様子です。健康・医療情報に
も力をいれていらっしゃるとのこと。

　たくさんの方のご協力や好意に支えられて、レファ協はここまで歩みを続けてきました。今後も多くの方の力をお借り
しながら、よりみなさまのお役に立てるデータベースへと成長していくことを目指します。
　「新しく事業へ参加したい！」というみなさまも大歓迎です！事務局までいつでもお問い合わせください。

（レファレンス協同データベース事務局メールアドレス：info-crd@ndl.go.jp）

　

当
研
究
会
で
は
、
神
奈
川
県
内
の
高
校
図
書

館
が
集
ま
り
、
団
体
と
し
て
レ
フ
ァ
協
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

自
校
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
や
、
授
業
な
ど
で

作
成
し
た
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
レ
フ
ァ
協
に
登
録
し
、

記
録
と
し
て
残
せ
る
だ
け
で
な
く
、
他
校
と
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
変
助
か
っ
て
い

ま
す
。
他
校
の
事
例
を
見
て
「
こ
の
テ
ー
マ
で
は

こ
の
本
が
役
立
ち
そ
う
」
と
選
書
の
参
考
に
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
例
を
一
般
公
開

す
る
こ
と
は
、
利
用
者
で
あ
る
生
徒
や
教
職
員

か
ら
ど
ん
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
、
学
校
司
書

が
ど
の
よ
う
に
資
料
や
情
報
を
提
供
し
て
い
る
の

か
、
と
い
っ
た
学
校
図
書
館
の
日
々
の
様
子
を
外

部
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
学
校
図
書
館
の
参
加

が
増
え
、
た
く
さ
ん
の
事
例
が
共
有
さ
れ
る
と
い

い
な
あ
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

神奈川県学校図書館員研究会　田子環氏
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ケルムスコット・プレスの最高傑作　『チョーサー著作集』 　
Chaucer, Geoffrey, ca.1340-1400.
The works of Geoffrey Chaucer, now newly imprinted.
Hammersmith: Kelmscott Press, 1896. 1 v. f°< 当館請求記号 WB41-41>

　ケルムスコット・プレスは、19 世紀英国の詩人・美術工芸家ウィリアム・モリスが、その理想を本の形
で具体化した美装本のシリーズです。なかでも本書は「世界三大美書」の一つと呼ぶ人もあり、モリスの
最高傑作とされています。当館では 20 年ぶりに展示します。44 × 61㎝という大判の美しい版面を、是非
ご覧ください。 

※ 当館はケルムスコット・プレスの全セット（53 点）を所蔵しており、会期中に展示替えを行い、合計 6 点の資料を展示
します。本書は東京会場の前期での展示となります。

※ 「世界三大美書」と呼ばれるものの一つ、ダブス・プレスの『欽定訳聖書』は全展示期間にわたり展示します。 

東京会場　国立国会図書館東京本館　新館展示室 

10.18（thu）ー 11.24（sat） 

関西会場　国立国会図書館関西館　大会議室 

11.30（fri）ー 12.22（sat） 
休館日、展示替え等の最新情報は、ホームページ＞国立国会図書
館開館 70 周年記念のページでご確認ください。 

見開きの本を地表に見立て、その向こうから日が昇るさまをロゴに。
過去から未来へ続いていく時間の繰り返しを本が繋ぎ、支えていることを表現します。

日本語

過去を読み、未来を読む。 過去を読み、未来を読む。

過去を読み、未来を読む。

過去を読み、未来を読む。

A

資料（*添付（１））
平成29年9月13日

70周年記念事業実行委員会事務局

開館 70 周年を記念して、幅広い蔵書の中から魅力ある様々
な本を紹介する展示会を、今秋に行います。本誌では、
会期までの間、主な展示資料を少しずつお見せします。

美麗！

ウィリアム・

モリス！
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カルタで覚える かなと教訓
藤 田 　 壮 介

変体仮名でめぐる資料あれこれ 3
資料の世界の歩き方

『教訓いろはたとゑ』より
　「と・餝間宅兵衛／ち・梅王女房はる」
　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1311234
　「お・曽我五郎時致／く・在原屋業平」
　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1311244

資料の世界の歩き方「変体仮名でめぐる
資料あれこれ」では、国立国会図書館
が所蔵するさまざまな資料を素材として、
変体仮名の読み方を学んでいきます。
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今
回
は
カ
ル
タ
？　

で
も
札
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
な
い
か
ら

こ
の
ま
ま
じ
ゃ
遊
べ
な
い
じ
ゃ
ん
。

そ
う
、カ
ル
タ
だ
よ
。
自
分
た
ち
で
紙
を
切
っ
て
札
に
す
る
ん
だ
。

浮
世
絵
に
も
役
者
絵
・
美
人
画
や
風
景
画
以
外
の
も
の
が
い
ろ

い
ろ
あ
っ
て
、
今
回
の
よ
う
に
切
り
取
っ
て
遊
ん
だ
り
す
る
よ

う
な
「
お
も
ち
ゃ
絵
」
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
浮
世
絵
も
あ
っ

た
ん
だ
よ
。

へ
ぇ
～
、
そ
う
な
の
か
。

ほ
か
に
も
、
舞
台
の
パ
ー
ツ
が
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
切
り
取
っ

て
組
み
立
て
る
タ
イ
プ
の
も
の
や
、
服
を
切
り
取
っ
て
着
せ
替

え
人
形
み
た
い
に
遊
ぶ
も
の
と
か
、
双
六
な
ど
い
ろ
ん
な
も
の

が
作
ら
れ
て
い
た
ん
だ
。

な
ん
だ
か
雑
誌
の
付
録
み
た
い
な
感
じ
だ
ね
。

た
し
か
に
そ
う
だ
ね
。
じ
ゃ
あ
順
番
に
見
て
い
こ
う
か
。
ま
ず

は
「
と
」
の
札
か
ら
。

カ
ル
タ
っ
て
こ
と
は
、
こ
の
最
初
の
1
は
「
と
」
っ
て
読
む
は

ず
だ
か
ら
、「
と
う
…
お
ち
…
か
た
る
…
お
ち
る
」
で
し
ょ
。「
語
」

だ
け
で
振
り
仮
名
は
「
か
た
る
」
な
ん
だ
ね
。

う
ん
、
だ
い
ぶ
読
め
た
ね
。
と
こ
ろ
で
、「
と
」
の
元
に
な
っ
た

漢
字
は
何
か
わ
か
る
？　

え
ー
っ
と
、
な
ん
だ
ろ
う
？
「
光
」
？　

で
も
「
と
」
と
読
む

こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
し
な
あ
…
…　

ひ
ょ
っ
と
し
て
「
当
」
？

残
念
で
し
た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
「
登
」
な
ん
だ
。　
　
　
　

→

　
　
　

と
崩
れ
て
き
た
ん
だ
よ
。
割
り
箸
の
袋
に
書
か
れ
て
い

る
「
お
て
も
と
」
の
「
と
」
で
見
た
こ
と
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

こ
ん
な
に
違
う
形
に
な
る
の
！　

そ
ん
な
の
わ
か
ん
な
い
よ
。

確
か
に
こ
れ
は
元
々
の
漢
字
と
は
け
っ
こ
う
違
う
よ
う
に
見
え

る
ね
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
3
は
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
よ
。
濁

点
を
よ
け
て
見
て
み
る
と
、
こ
の
右
側
の
部
分
は
、
漢
字
の
部

首
の
お
お
が
い
（
頁
）
が
崩
れ
た
形
な
ん
だ
。

そ
れ
は
な
ん
と
な
く
分
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
れ
で
、
左
側
は
一
本
の
線
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
け
ど
、
も

と
も
と
は
「
彡
」
な
ん
だ
よ
。

と
い
う
こ
と
は
「
須
」
と
い
う
漢
字
だ
ね
。
じ
ゃ
あ
「
す
」
っ

て
読
む
ん
だ
！

そ
の
と
お
り
。
あ
と
は
、2
と
5
だ
ね
。
こ
の
二
つ
は
形
は
ち
ょ
っ

と
違
う
け
ど
、ど
っ
ち
も
「
尓
（
爾
）」
と
い
う
漢
字
が
元
に
な
っ

て
い
て
、「
に
」
と
読
む
ん
だ
。

「お」「ち」も結構難しい……

「お」の点はダイナミックだね。

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5
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書
い
て
あ
る
の
は
日
本
語
だ
か
ら
、
あ
る
程
度
文
字
が
分
か
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
ら
推
測
で
読
ん
で
い
く
の
も
良
い
ね
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
「
に
」
と
「
れ
」
の
元
の
漢
字
は
何
か
分
か
る
？

「
に
」
は
「
尓
」
で
し
ょ
。
も
う
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
の
？

残
念
！　

こ
の
字
、
確
か
に
よ
く
似
て
る
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は

「
尓
」
じ
ゃ
な
く
て
「
丹
」
が
崩
れ
て
出
来
た
変
体
仮
名
な
ん
だ
。

え
～
、
こ
ん
な
に
似
て
る
の
に
違
う
漢
字
が
元
に
な
っ
て
る
の
？

こ
れ
じ
ゃ
区
別
で
き
な
い
よ
。

た
し
か
に
、
区
別
し
に
く
い
時
も
あ
る
か
も
ね
。
ま
あ
い
ず
れ

に
せ
よ
「
に
」
だ
か
ら
、
読
む
時
は
そ
ん
な
に
気
に
し
な
く
て

も
大
丈
夫
。

ふ
～
ん
、
そ
ん
な
も
ん
か
。
テ
キ
ト
ー
な
ん
だ
ね
。
も
う
一
つ
の

「
れ
」
は
…
…
ダ
メ
だ
、
こ
ん
な
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
字
は
分
か
ん
な

い
や
。

と
い
う
こ
と
は
、「
と
う
に
お
ち
ず
か
た
る
に
お
ち
る
」
？

そ
う
。「
問
う
に
落
ち
ず
語
る
に
落
ち
る
」。
人
に
聞
か
れ
た
と
き

は
用
心
し
て
秘
密
に
し
て
い
る
こ
と
で
も
、
自
分
か
ら
話
し
て

い
る
と
き
は
、
つ
い
口
を
す
べ
ら
せ
て
秘
密
を
漏
ら
し
て
し
ま

う
も
の
だ
、
と
い
う
教
訓
だ
よ
。

教
訓
？　

オ
イ
ラ
は
そ
ん
な
ヘ
マ
し
な
い
よ
。

は
い
は
い
、
じ
ゃ
あ
次
は
「
ち
」
の
札
。

お
っ
、
こ
れ
は
だ
い
ぶ
読
め
る
ぞ
。「
ち
か
し
き
な
か
に
も
…
い

ぎ
…
…
」。
9
は
「
礼
」
の
振
り
仮
名
だ
か
ら
、
き
っ
と
「
れ
」

だ
ね
。
っ
て
こ
と
は
、「
近
し
き
中
に
も
礼
義
（
儀
）あ
り
」
じ
ゃ
な
い
？

そ
の
と
お
り
だ
よ
。
こ
の
「
あ
」
は
元
の
漢
字
が
「
阿
」
で
、「
り
」

の
元
の
漢
字
は
「
里
」。

や
っ
た
ー
、
当
た
り
！

礼儀あり

だいぶ読めるぞ！

「か」と「い」は
前回で

ばっちり！！

近しき中にも

7

7

8

8

6

6

9

9

⓾

⓾

⓫

⓫

⓬

⓬
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一つの音に対応する変体仮名は、一種類とは限りません。江戸時代で
いえば、後期になるにつれ、出版物で用いられる仮名の種類は減少し
ていく傾向があるようですが、今回の資料でも、同じ音に対して複数
の仮名が使用されている様子をうかがうことができます。

複数ある仮名の中でどれを選択するかについて、一見原則はないよう
に見えますが、意図的に使い分けがなされる例も知られています。た
とえば「シ」の音を表記する場合、完全に使い分けがなされているわ
けではないものの、単語の頭などに来ている場合は「志」を用い、そ
れ以外の位置は「之」を用いる、という傾向があります。「ハ」を用
いる場面でも、単語の頭には「者」を用い、助詞として用いる際は「八」
や「盤」を用いる例が多いとされています。

そのほか、特定の仮名が用いられる単語があったり、また、筆の流れ
の都合や文字を配置した際の美的側面も、仮名を選択する場合の要素

になっていたようです。一つの音に対応する仮名が一つに限定
されている現在とは違う仮名遣いの世界があったと言えるで
しょう。

仮名の使い分け

連（変体仮名） 近（漢字）

た
し
か
に
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い
る
ね
。
こ
の
「
れ
」、
よ
く
見
る
と

文
字
の
最
後
が
、
こ
の
札
の
一
番
目
の
漢
字
に
似
て
い
る
と
思

わ
な
い
？
一
番
目
の
漢
字
は
「
近
」
な
ん
だ
け
ど
、部
首
の
「
辶
」

が
、
右
か
ら
入
っ
て
左
側
に
来
て
曲
が
っ
て
ま
た
右
下
、
と
い

う
風
に
書
か
れ
て
い
る
ん
だ
。
だ
か
ら
「
れ
」
も
「
辶
」
を
使
っ

た
漢
字
の
「
連
」
が
元
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。

へ
え
～
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。
で
も
今
回
は
調
子
が
い
い
ぞ
。
も
っ

と
読
む
も
の
は
な
い
の
？

や
る
気
だ
ね
。
じ
ゃ
あ
こ
れ
は
ど
う
？

「
た
」
の
札
だ
ね
。

う
～
ん
、
確
か
に
「
た
」
の
字
に
と
て
も
よ
く
似
て
い
る
け
ど
、

左
側
に
線
が
一
本
多
く
見
え
る
で
し
ょ
。
こ
れ
は
「
お
」
な
ん
だ

よ
。
元
に
な
っ
た
漢
字
は
「
於
」
で
、
い
ま
の
「
お
」
の
元
と

同
じ
な
ん
だ
け
ど
、
字
を
崩
し
た
時
の
書
き
方
が
ち
ょ
っ
と
違
っ

て
い
る
ん
だ
。

う
ぅ
…
今
回
は
調
子
が
い
い
と
思
っ
て
た
の
に
…
し
ょ
ぼ
ぼ
ん
。

ほ
ら
ほ
ら
、
そ
ん
な
に
気
落
ち
し
な
い
で
。
続
け
て
読
ん
で
ご

ら
ん
よ
。

ハ

シ

盤八者

之志
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⓱

⓱

⓲

⓲

⓮

⓮

⓳

⓳

⓯

⓯

⓰

⓰

は

～
い
。「
お
も
ふ
…
ん
り
…
い
…
を
と
ほ
…
」。
二
行
目
は

「
力
」
の
振
り
仮
名
だ
か
ら
「
り
」
の
下
は
「
き
」
だ
と
思
う
け
ど
、

元
の
漢
字
は
な
ん
だ
ろ
う
？
「
紀
」
み
た
い
な
感
じ
だ
け
ど
。

惜
し
い
！
で
も
確
か
に
こ
の
字
だ
け
を
見
る
と
「
紀
」
に
見
え

る
な
あ
。

で
し
ょ
。「
紀
」
じ
ゃ
な
い
と
し
た
ら
な
ん
な
の
さ
。

こ
れ
は
「
起
」
と
い
う
漢
字
が
元
な
ん
だ
よ
。　
　
　
　

→　

　
　
　
　

と
崩
れ
て
で
き
た
ん
だ
。
部
首
の「
走
」が
左
側
に
寄
っ

て
い
る
ん
だ
よ
。

ふ
～
ん
。
⓮
は
？

こ
れ
は
「
祢
」
と
い
う
漢
字
が
元
に
な
っ
て
で
き
た
変
体
仮
名
で
、

「
ね
」
だ
ね
。

「
ね
ん
力
」
…
…
「
念
力
」
か
!!　

オ
イ
ラ
も
使
え
る
よ
。

…
…
そ
う
い
う
こ
と
は
隠
し
て
お
か
な
い
と
「
語
る
に
落
ち
る
」

じ
ゃ
な
い
か
。

し
ま
っ
た
！

さ
て
そ
れ
で
⓱
は
、「
わ
」。「
岩
」と
い
う
漢
字
の
振
り
仮
名
に
な
っ

て
い
る
ね
。
こ
の
「
わ
」
の
元
の
漢
字
は
「
王
」
だ
よ
。
論
語

や
千
字
文
を
日
本
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
「
王わ

に仁
」
と
い
う
人
物

の
名
前
で
は
、「
王
」
を
「
わ
」
と
読
む
よ
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、

最
後
の
一
文
字
以
外
を
通
し
て
読
む
と
、「
思
う
念
力
岩
を
通
と
ほ（
お
）」

と
な
る
ね
。

じ
ゃ
あ
最
後
の
一
文
字
は「
す
」じ
ゃ
ん
。「
岩
を
通
す
」で
し
ょ
。

さ
っ
き
の
「
須
」
と
は
違
う
け
ど
、
ど
う
せ
ま
た
別
の
漢
字
が

も
と
に
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

そ
う
、
よ
く
わ
か
っ
た
ね
。
こ
の
「
す
」
は
「
春
」
と
い
う
漢

字
が
元
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

え
～
、「
春
」が「
す
」な
の
？　

し
か
も「
す
」に
は
ほ
か
に
も「
寸
」

も
あ
る
の
に
！　

い
っ
た
い
い
く
つ
覚
え
れ
ば
い
い
の
さ
。

「
思
う
念
力
岩
を
通
す
」。
そ
ん
な
イ
ヤ
そ
う
に
し
な
い
で
頑
張
ろ

う
よ
、
変
体
仮
名
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
ん
で
し
ょ
。
さ

あ
さ
あ
次
は
「
く
」
の
札
だ
ね
。

「祢」はほとんど
漢字だね。

「力」はふりがな
の方が難しいや。

⓭

⓭
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え
～
ま
だ
や
る
の
～
。
仕
方
な
い
な
あ
。「
く
さ
い
も
の
ミ
…
ら

ず
」。
あ
っ
、
ミ
は
片
仮
名
だ
か
ら
違
う
か
。

う
う
ん
。
た
し
か
に
片
仮
名
の
よ
う
に
見
え
る
け
ど
、「
三
」
が

崩
れ
て
で
き
た
も
の
で
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
も
変
体
仮

名
な
ん
だ
。

じ
ゃ
あ
「
み
」
で
良
か
っ
た
っ
て
こ
と
か
。
よ
し
、
あ
と
一
文

字
㉒
で
お
し
ま
い
だ
。
こ
れ
は
「
志
」
に
似
て
る
な
あ
。

よ
く
わ
か
っ
た
ね
。
そ
の
通
り
！

と
い
う
こ
と
は
、
読
み
方
は
「
し
」
だ
ね
。「
く
さ
い
も
の
み
し

ら
ず
」。
っ
て
ど
う
い
う
意
味
？

「
臭
い
も
の
身
知
ら
ず
」
自
分
の
欠
点
は
自
覚
し
に
く
い
っ
て
意

味
だ
よ
。

そ
う
な
ん
だ
、
知
ら
な
か
っ
た
。
よ
し
、
今
回
は
こ
れ
で
終
わ

り
だ
！

札
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
ん
だ
け
ど
、
そ
う
だ
ね
、
今
回
は
終
わ
り

に
し
よ
う
。
残
り
は
宿
題
だ
よ
。

え
え
え
え
え
え
。
厳
し
す
ぎ
な
い
？　
「
臭
い
も
の
身
知
ら
ず
」。

そ
の
欠
点
、
直
し
た
方
が
い
い
と
思
う
よ
…
…次回予告

（
絵
・
正し
ょ
う
ぼ保 

五さ
つ
き月
）

4 月号は、カルタ……ではなくて、
ちょっと長文にチャレンジします！

百人一首一夕話 9 巻 [7]
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/2554310/55

※
宿
題
の
答
え
合
わ
せ
は
来
月
号
で
！

⓴

⓴

㉑

㉑

㉒

㉒

㉓

㉓

残りは
宿題！！
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は
じ
め
ま
し
て
！　

私
は
２
０
１
７
年
４
月
に
就
職
後
、
次

世
代
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
室
（
次
世
代
室
）
と
い
う
場
所
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
で
も
、「
次
世
代
室
」
っ
て
何
を
す
る
と

こ
ろ
か
想
像
し
に
く
い
で
す
よ
ね
。

　

次
世
代
室
は
、
図
書
館
の
役
割
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情

報
技
術
で
変
化
す
る
中
、
よ
り
先
進
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し

て
い
く
た
め
に
作
ら
れ
た
比
較
的
新
し
い
部
署
で
す
。

　

現
在
、
次
世
代
室
が
取
り
組
ん
で
い
る
仕
事
に
は
、「
書
籍

以
外
も
含
む
様
々
な
資
料
を
効
率
的
に
検
索
す
る
た
め
の
実
験

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」、「
映
像
や
音
声
な
ど
、
も
と
も
と
デ
ジ
タ

ル
の
資
料
を
長
期
的
に
保
存
す
る
た
め
の
調
査
」、「
Ａ
Ｉ
（
機

械
学
習
）
を
利
用
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
を
よ
り
良
い

形
で
提
供
す
る
た
め
の
研
究
」、「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
や
研

究
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
職
員
だ
け
で
は
難
し
い
課
題
や
連
携
が
必
要
な
仕
事
も

多
い
の
で
、
テ
ー
マ
に
応
じ
て
外
部
の
研
究
者
・
図
書
館
関
係

者
の
皆
様
や
館
内
の
他
部
署
と
も
協
力
し
な
が
ら
、「
次
世
代
」

の
図
書
館
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

次
世
代
室
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
外
部
に
委
託
す
る
だ
け

で
な
く
、
職
員
自
身
で
開
発
や
実
験
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
雰
囲
気
と
し
て
は
静
粛
な
事
務
室
と
い
う
よ
り

も
、
大
学
の
研
究
室
の
よ
う
な
も
の
を
想
像
し
て
頂
け
れ
ば
分

か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
あ
る
日
の
会
話
の
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、

「
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
利
用
し
た
資
料
の
白
色
化
の
実
験

結
果
は
こ
ん
な
感
じ
で
し
た
。」

「
な
る
ほ
ど
。
資
料
の
活
字
の
可
読
性
が
上
が
る
よ
う
に
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
調
整
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
自
動
で
学
習
し
て
く
れ
る
ん
だ

ね
。」

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
印
刷
す
る

際
に
も
読
み
や
す
く
な
り
そ
う
で
す
ね
。」

「
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
読
取
精
度
向
上
に
も
使
え
そ
う
だ
ね
。
あ
と
は
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
の
条
件
を
再
検
討
し
よ
う
か
。」

　
（
以
下
、
議
論
が
続
く
…
…
）

　

配
属
さ
れ
て
か
ら
感
じ
た
次
世
代
室
の
業
務
の
面
白
さ
と
し

て
、
研
究
者
の
方
と
接
す
る
機
会
も
多
く
、
最
新
の
技
術
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
学
会
に
参
加
し
た
り
論
文
を

調
べ
た
り
報
告
を
書
い
た
り
と
い
っ
た
仕
事
が
あ
る
こ
と
、
希

望
す
れ
ば
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
い
て
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を

模
索
で
き
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
新
人
職
員

と
し
て
、
新
し
く
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
知
識
は
多

く
、
周
囲
の
上
司
や
先
輩
職
員
に
い
つ
も
助
け
て
頂
く
日
々
で

す
。

　

早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
、
ま
た
自
分
の
仕
事
が
多
く
の

人
の
役
に
立
つ
よ
う
、
め
げ
ず
に
常
に
好
奇
心
を
持
っ
て
精
進

し
て
参
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

(

電
子
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
次
世
代
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
室 

青
蛙)

次世代
室の謎に迫れ！画像に対して機械学習を適用した実験

背景白色化による紙の変色の除去
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ndl digital library    　

ＩＩＩＦ

ＡＰＩ

　

２
０
１
７
年
11
月
29
日
、
12
月
2
日
に
東
京
本
館
で
、
2

年
目
と
な
る
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
」

（
略
し
て
「
デ
ジ
カ
フ
ェ
」）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
て
提
供
し
て
い
る
書
誌
デ
ー
タ
や
情
報
を
、
分

か
り
や
す
く
表
現
し
た
り
、
よ
り
簡
単
に
活
用
し
た
り
で

き
る
よ
う
な
テ
ー
マ
を
２
つ
取
り
上
げ
、
そ
う
し
た
技
術

の
普
及
に
取
組
ま
れ
て
い
る
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ゲ
ス
ト
の
紹
介
す
る
話
題
や
技
術
に
つ
い
て
、

各
日
15
名
ほ
ど
の
参
加
者
を
交
え
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

（
電
子
情
報
部
電
子
情
報
流
通
課
、

電
子
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
次
世
代
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
室
）

NDL ×データ可視化

地域資料を最新規格で
お手軽に使いやすくしてみよう

デジカフェは「サイエンスカフェ」の手法をモデル
にしています。

「サイエンスカフェ」とは、科学者と市民が気軽に科
学の話題について語り合う場を作ろうという試みで、
市民と科学者、研究者をつなぐ新しいコミュニケー
ション手法として、大学や研究機関で広く行われて
います。デジカフェでは、デジタルライブラリーに
関係のある様々なテーマを取り上げ、紹介します。

※前回のデジカフェについては、2017年3月号（671号）

をご覧ください。

Ｖｉｓｕａｌｉｚａｔｉｏｎ

ＮＤＬ Digital Collection Menu

デジタルライブラリーカフェ 営業中
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「
デ
ー
タ
可
視
化
」
と
は
、
デ
ー
タ
に
含
ま

れ
る
様
々
な
情
報
（
そ
の
特
徴
・
傾
向
）
を
、

視
覚
的
な
表
現
（
画
像
・
グ
ラ
フ
・
図
・
表
）

に
す
る
こ
と
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
、
お
よ
び
そ
の
た
め
の
技
術
を
意
味
し
ま

す
。
近
年
、
量
と
多
様
性
が
爆
発
的
に
増
加

し
た
デ
ー
タ
の
中
か
ら
特
徴
や
傾
向
を
把
握

す
る
手
段
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

11
月
29
日
の
デ
ジ
カ
フ
ェ
で
は
、
２
０
１
６

年
7
月
に
行
っ
た
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
デ
ー
タ
利
活
用

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ

の
自
治
体
サ
イ
ト
を
可
視
化
し
よ
う
～
」
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
可
視
化
に
あ
た
っ
て
の

作
業
の
流
れ
や
便
利
な
ツ
ー
ル
な
ど
、
デ
ー

タ
可
視
化
の
概
要
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

（
１
）。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
書
誌
デ
ー
タ
、
国
会
会

議
録
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
実
際
の
可
視
化
の

例
も
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
参

照
）

　

イ
ベ
ン
ト
後
半
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
可
視
化
を
適
切
に
行
う
た
め
の
注
意
点

が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ー
タ
可
視
化
の
コツ

　

実
際
に
可
視
化
を
行
う
際
、
対
象
と
な
る

デ
ー
タ
の
形
態
や
大
き
さ
に
応
じ
て
、
適

し
た
手
法
や
そ
の
難
易
度
は
異
な
り
ま
す
。

様
々
な
手
法
を
知
っ
て
い
る
と
、
適
切
な
可

視
化
の
た
め
の
試
行
錯
誤
を
進
め
や
す
い
で

す
。
誰
も
が
利
用
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス

や
ツ
ー
ル
が
役
に
立
つ
こ
と
は
多
い
の
で
す

が
、
前
提
知
識
と
し
て
デ
ー
タ
の
標
準
的
な

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
標
準
化
団
体
が
あ
る
こ
と

を
知
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
た
と
え
ば
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｐ
の
可
視
化
で
あ
れ
ば
、
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ

イ
ブ
の
標
準
化
団
体
で
あ
る
Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
（
国

際
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
存
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
）
の
動
向
や
保
存
用
の
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
で
あ
る
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｃ

（
２
）を

理
解
し
て
い
る
と
よ

り
的
確
な
可
視
化
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

デ
ー
タ
可
視
化
に
よ
る
誤
解
を
防

ぐ
に
は
？

　

視
覚
に
訴
え
る
可
視
化
に
は
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
り
、
見
る
人
に
強
い
印
象
を
与
え
ま
す
。

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
よ
る
使
用
に
は

注
意
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
し
、
偽
り
が
な

い
と
し
て
も
誤
解
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
な
配

慮
や
心
構
え
は
必
要
で
す
。
可
視
化
す
る
側

は
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
明
記
や
署
名
、
ま
た
可

視
化
に
あ
た
っ
て
の
背
景
情
報
を
添
え
る
こ

と
な
ど
が
誤
解
の
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。
見

る
側
の
立
場
で
は
、
可
視
化
さ
れ
た
も
の
を

鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
表
現
に
対
す

る
疑
問
が
無
い
か
意
識
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、
以
前
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

よ
う
に
自
治
体
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
あ
る

政
策
に
注
目
し
て
可
視
化
を
行
う
場
合
、
政

策
が
実
際
に
取
組
ま
れ
た
か
否
か
だ
け
で
な

く
、
政
策
が
ど
の
程
度
言
及
さ
れ
た
か
と
い

う
部
分
が
可
視
化
の
対
象
に
な
る
こ
と
も
理

解
し
て
い
な
い
と
、
誤
っ
た
印
象
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

矢崎裕一氏
合同会社ノーテーション代表
Code for Tokyo 代表

（1）  「ＮＤＬデータ利活用ワークショップ～
ウェブ・アーカイブの自治体サイトを可視
化しよう～」での、WARP のデータを用い
たデータ可視化については、月報 2016
年 11 月号（667 号）をご覧ください。

（2）  詳しくは以下の記事をご覧ください。
「ウェブアーカイブの保存用ファイルフォー
マットWARC に関するISO 規格が改訂」 

（カレントアウェアネス-R http://current.
ndl.go.jp/node/35316）

11
29

ＮＤＬ 
  × 
データ可視化
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　1950 年から 2017 年初頭までに日本で出版された日本語の図書資料を

対象に、当館の提供する国立国会図書館サーチの API から取得できる書

誌メタデータ約 400 万件を用いて、 出版数が増えている分野を日本十進分

類法 (NDC) の第一区分から順番に細分化していった結果、「3. 社会科学」

→「33. 経済」→「336. 経営管理」がもっとも多くなりました。

　さらに右下の図は、この「経営管理」に分類された図書のタイトルに含

まれる単語を抽出し、ワードクラウドと呼ばれる手法で、単語の出現頻度を

文字の大小や濃淡によって表現しています。

国立国会図書館
サーチ API

　ＮＤＬの提供する国会会議録から、衆参両院の議員一覧を用いて各議員の発

言を抽出し、文字数から国会での発言時間を推測し可視化した作品。当選地

や政党による絞込みに合わせて可視化部分が変化します。こうしたインタラクティ

ブな可視化を利用した情報探索のアプローチについては、今後の発展が期待さ

れます。

330 経済
331 経済学・経済思想
332 経済史・事情・経済体制
333 経済政策・国際経済
334 人口. 土地. 資源
335 企業. 経営
336 　経営管理
337 貨幣. 通貨
338 金融. 銀行. 信託
339 保険

30 社会科学
31 政治
32 法律
33 経済
34 財政
35 統計
36 社会
37 教育
38 風俗習慣. 民俗学. 民族学
39 国防. 軍事

0 総記
1 哲学
2 歴史
3 社会科学
4 自然科学
5 技術
6 産業
7 芸術
8 言語
9 文学

可視化してみました

国会での議員発言時間

可視化してみました

ＮＤＬの書誌データに基づく出版分野の隆盛

https://seiji.yahoo.co.jp/youth/ideathon/tanq/graph/
元データ出典： 「国会会議録」（国立国会図書館） 、
　「衆議院議員一覧」（衆議院） 、「参議院議員一覧」（参議院）
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「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
に
は
、
約
２
６
６
万
点
の
コ
ン
テ

ン
ツ
画
像
が
含
ま
れ
、
中
に
は
地
域
の
歴
史

や
風
土
に
関
す
る
資
料
も
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。 

12
月
2
日
の
デ
ジ
カ
フ
ェ
で
は
、
最

新
の
画
像
共
有
規
格
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
（
ト
リ
プ
ル

ア
イ
エ
フ
）
を
使
っ
て
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
い
や
す

く
、
地
域
資
料
に
含
ま
れ
る
情
報
を
発
見
し

や
す
く
す
る
方
法
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
が
実
際
に
手
を
動
か
し
て
地
図

や
年
表
に
地
域
資
料
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
こ

と
で
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
将
来
の

可
能
性
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

作
業
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
参

加
者
か
ら
「
新
し
い
規
格
の
説
明
を
聞
く
だ

け
で
な
く
、
実
用
方
法
ま
で
理
解
が
深
ま
っ

た
」、「
一
人
だ
と
手
が
出
な
か
っ
た
が
、
今

回
の
体
験
で
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
郷
土
史
サ
ー
ク
ル
が
近
隣
地
域
の

活
動
と
連
携
す
る
際
に
活
用
で
き
る
と
い
う

こ
と
や
、
観
光
を
テ
ー
マ
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
作

業
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
す
る
と
面
白
い

の
で
は
と
い
っ
た
話
題
、
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン

作
業
で
付
与
し
た
コ
メ
ン
ト
や
タ
グ
が
検
索

シ
ス
テ
ム
で
ヒ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
地

域
資
料
の
発
見
可
能
性
が
上
が
り
、
情
報
発

信
の
新
た
な
側
面
に
な
る
と
い
っ
た
今
後
の

発
展
に
つ
い
て
の
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

IIIF（トリプルアイエフ）とは？
　International Image interoperability Framework の略称。

　ウェブ上にあるデジタル画像は、各機関やサービスによって、提

供のためのシステムが異なっているという問題があり、利用者にとっ

て不便であるだけでなく、機関同士・サービス同士の連携も妨げて

います。

　こうした問題の解決を目指して、デジタル画像やそのメタデータを

やり取りする仕組みを共通化したフレームワークが IIIF です。提供

機関が IIIF に対応すれば、利用者は IIIF に対応した好みのビュー

ワを使って、別 の々機関の画像を並べて閲覧したり、コメントやタグ

を付けたり共有したり簡単にできるようになります。また IIIF は、技

術的な開発や普及を進める画像提供機関や研究機関、個人から

なるコミュニティそのものを指すこともあります。

　国立国会図書館デジタルコレクションも今後 IIIF 対応を進める予

定です。

ＩＩＩＦの機能の一部：
画像のやりとりの仕組みを共通化

永崎研宣氏
人文情報学研究所主席研究員

IIIF については、里見航「IIIF Japan シンポジウム＜報告＞」（カレントアウェア
ネス -E 1989　http://current.ndl.go.jp/e1989）もご覧ください。

地域資料を最新規格で
お手軽に使いやすくして
みよう

12
2

デジタル
アーカイブ１

ビューワＡ

ビューワＢ

ビューワＣ

デジタル
アーカイブ 2

デジタル
アーカイブ 3

デジタル
アーカイブ 4

デジタル
アーカイブ 5

利用者

利用者

利用者

利用者

利用者

利用者

利用者

利用者

デジタル
アーカイブ１

デジタル
アーカイブ 2

デジタル
アーカイブ 3

デジタル
アーカイブ 4

デジタル
アーカイブ 5
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　参加者は、資料画像の一部分にコメント

やタグを付けるアノテーション作業と、付与し

たコメントやタグを資料の対応部分と一緒に

地図上や年表上にプロットするマッピング作

業を行いました。どちらの作業もマウスで選

択し、コメントや年代をキーボードで入力する

だけという簡単なものです。

　なお、今回はあらかじめデジタルコレクショ

ンから、参加者に興味のある地域資料を挙

げていただき、IIIF に対応した資料画像を

準備しました。作業のためのプラットフォー

ムとしてはコンテンツマネジメントシステムの

Omeka を用い、Omeka 上で IIIF を利用し

た作業を行うためにトロント大学図書館が開

発したプラグインIIIF Toolkitを利用しました。

マッピング作業後の例
付与したコメントと資料の対応部分が地図上にプ
ロットされ（この図では上野公園）、また図の下部
にある年表にも表示されています。

© OpenStreetMap contributors

　

今
後
も
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
関
す
る
研
究
や
最
新
動
向
を
よ
り
身

近
に
、
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
場
を
、
デ

ジ
カ
フ
ェ
を
通
じ
て
提
供
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

アノテーション作業の例
『東京風景』の画像にある絵に、「上野之桜」というコメ
ントと、「東京風景」「織田一麿」というタグを付けました。

実際に IIIF を使ってみました



国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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「
福
島
第
一
原
発
が
稼
働
を
始
め
て
約
40

年
。
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ
て
も
、
全
町
避
難
や

原
発
の
爆
発
な
ど
全
く
想
定
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。（
中
略
）
誘
致
当
初
は
あ
っ
た
危

険
性
へ
の
認
識
も
薄
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
40
年
も
原
発
立
地
地
域
で
生
活
す
る
、
共

生
す
る
と
い
う
危
う
さ
だ
っ
た
と
今
は
思
い

ま
す
。」

　

右
に
引
用
し
た
の
は
、
本
書
の
冒
頭
に

寄
せ
ら
れ
た
大
熊
町
長
・
渡
辺
利
綱
の

言
葉
で
あ
る
。
福
島
県
大
熊
町
は
、
人
口

1
万
１
５
０
５
人
（
平
成
23
年
3
月
11
日
時

点
）。
比
較
的
温
暖
な
太
平
洋
岸
に
位
置
し
、

そ
の
太
平
洋
岸
に
、
北
に
隣
接
す
る
双
葉
町

と
ま
た
が
っ
て
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が

立
地
す
る
。
町
の
居
住
地
の
ほ
と
ん
ど
は
、

原
子
力
発
電
所
の
半
径
10
キ
ロ
圏
内
に
あ
っ

た
。
現
在
、
町
は
約
１
０
０
キ
ロ
西
の
会
津

若
松
市
に
役
場
や
学
校
機
能
を
移
し
、
町
民

も
同
市
や
、
よ
り
町
と
近
隣
に
あ
る
い
わ
き

市
な
ど
に
離
散
し
て
生
活
し
て
い
る
。

　

こ
の
『
大
熊
町
震
災
記
録
誌
』
に
は
、
東

日
本
大
震
災
、
そ
し
て
原
発
事
故
後
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
町
の
状
況
や
対
応
の
経
緯

が
描
か
れ
て
い
る
。
記
憶
の
風
化
を
防
ぎ
今

後
の
行
政
に
資
す
る
た
め
に
、
と
ま
と
め
ら

れ
た
記
録
誌
で
あ
る
。
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
印

刷
の
豊
富
な
図
表
と
写
真
を
備
え
、
巻
末
に

住
民
意
向
調
査
の
結
果
や
、
東
京
電
力
作
成

の
賠
償
項
目
一
覧
な
ど
の
資
料
編
も
付
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
本
書
の
特
徴
と
し
て
、
行
政
担
当

者
や
住
民
た
ち
の
証
言
が
数
多
く
記
録
さ
れ

て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
コ
ラ
ム

と
し
て
挿
入
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
、
ペ
ー
ジ

欄
外
に
記
さ
れ
た
証
言
の
数
々
に
よ
っ
て
、

町
の
状
況
を
生
々
し
く
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
構

成
に
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
震
災
発
生

直
後
か
ら
翌
日
の
全
町
避
難
ま
で
を
扱
っ
た

章
が
そ
う
で
あ
る
。
時
系
列
に
沿
っ
て
展
開

す
る
町
の
動
き
と
防
災
行
政
無
線
の
記
録
、

現
場
で
対
応
に
あ
た
っ
た
職
員
ら
の
言
葉

―
こ
れ
ら
か
ら
当
時
の
様
子
が
立
体
的
に

伝
え
ら
れ
る
。

　

平
成
26
年
12
月
に
決
定
さ
れ
た
中
間
貯
蔵

施
設
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
経
緯

の
説
明
と
並
ん
で
、
受
け
入
れ
予
定
地
区
の

区
長
に
よ
る
証
言
が
あ
る
。

　
「
自
分
が
生
ま
れ
育
ち
、
暮
ら
し
て
き
た

場
所
・
建
物
が
す
べ
て
な
く
な
っ
て
、
立
ち

入
り
す
ら
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
想
像
で
き

ま
す
か
。（
中
略
）
分
か
っ
て
い
る
こ
と
と

は
い
え
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
思
い
が

し
ま
す
。
我
々
に
は
除
染
も
宿
泊
も
今
後
絶

対
に
あ
り
得
な
い
か
ら
。
置
い
て
行
か
れ
る

と
い
う
か
一
歩
一
歩
、
町
が
遠
ざ
か
っ
て
い

く
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。
私
た
ち
は
町
の
復

興
の
た
め
に
故
郷
を
な
く
し
ま
す
。」（
大
熊

町
小
入
野
地
区
区
長
・
根
本
充
春
）

　

行
政
と
し
て
の
町
や
国
の
大
き
な
動
き

と
、
現
場
で
の
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
が

絶
え
ず
往
還
さ
れ
て
い
る
。
息
を
つ
め
な
が

ら
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
の
を
止
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
本
だ
っ
た
。

　

本
書
は
福
島
県
大
熊
町
に
よ
る
発
行
。
し

か
し
奥
付
に
は
、
発
行
元
の
所
在
地
と
し
て

会
津
若
松
市
の
住
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
牛
尾 

響ひ
び
き）

大熊町震災記録誌
福島第一原発、立地町から。

大熊町企画調整課 編
2017.3　167p　30cm
<請求記号　EG77-L1668>

※入手ご希望の方には無料で郵送しています。
大熊町企画調整課までお問合せください。
  電話　  0242-26-3844
  メール  kikakuchosei@town.okuma.fukushima.jp
PDFファイルも公開しています。
  http://www.town.okuma.fukushima.jp/fukkou/kirokushi
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国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会

「
オ
ラ
ン
ダ
の
金
の
筆
と
銀
の
筆
―
子
ど
も
の
本
の

世
界
」

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
3
月
6
日
（
火
）
か
ら
7
月
15

日
（
日
）
ま
で
、
展
示
会
「
オ
ラ
ン
ダ
の
金
の
筆
と
銀
の
筆
―

子
ど
も
の
本
の
世
界
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
最
も
権
威
あ
る
と
さ
れ
る

子
ど
も
の
本
の
賞
で
あ
るG

ouden G
riffel

（
金
の
石
筆
賞
）

とG
ouden Penseel

（
金
の
絵
筆
賞
）
を
始
め
と
す
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
賞
の
受
賞
作
と
受
賞
作
家
を
通
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の

子
ど
も
の
本
の
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

前
期
（
3
月
6
日
～
5
月
15
日
）
は
石
筆
賞
・
絵
筆
賞
の

１
９
９
９
年
ま
で
の
受
賞
作
を
、
後
期
（
5
月
17
日
～
7
月
15

日
）
は
２
０
０
０
年
以
降
の
受
賞
作
を
主
に
展
示
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
開
催
期
間

　

前
期
：
3
月
6
日
（
火
）
～
5
月
15
日
（
火
）

　

後
期
：
5
月
17
日
（
木
）
～
7
月
15
日
（
日
）

※
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
・
休
日
（
5
月
5
日
の
こ
ど
も
の
日
は
開
館
）、

　

毎
月
第
3
水
曜
日
（
資
料
整
理
休
館
日
）
は
休
館

○
開
催
時
間　

９
時
30
分 

～
17
時

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
3
階

　

本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

○
問
合
せ
先　

国
立
国
会
図
書
館 

国
際
子
ど
も
図
書
館

　

資
料
情
報
課 

展
示
係

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
　
８
０
４
号

平
成
30
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶

牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
対
策
の
経
緯
と
現
状

我
が
国
の
外
国
人
労
働
者

カ
ナ
ダ
自
由
党
の
組
織
改
革

　

―
「
党
費
徴
収
な
き
政
党
」
へ
の
道
程
―

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
金
融
行
政
の
取
組

　

―
「
地
域
密
着
型
金
融
」
の
成
果
と
課
題
―

地
域
金
融
機
関
に
よ
る
「
地
域
密
着
型
金
融
」
へ
の
取
組
の
現
状

　

―
九
州
地
方
に
お
け
る
取
組
事
例
を
踏
ま
え
て
―
（
現
地
調

査
報
告
）

在
日
米
軍
駐
留
経
費
の
現
状
（
資
料
）

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

平
成
29
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
被
災
県
が
実
施
す
る
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
意

義
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
30
年
1
月
11
日
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
多

目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
国
立
国
会
図
書

館
と
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
と
の
共
催
に
よ
り
、
毎

年
1
月
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
事
務
局
か
ら
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
を
取
り
巻
く
国

際
動
向
と
し
て
、
平
成
29
年
11
月
に
行
わ
れ
た
「
世
界
防
災

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
他
、
東
日
本
大
震
災
及

び
熊
本
地
震
の
被
災
県
の
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
担
当
者
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
組
事
例
や
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
現
状
と
課
題
を

テ
ー
マ
と
し
て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
立
国
会
図

書
館
か
ら
は
、
国
立
国
会
図
書
館
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

（
ひ
な
ぎ
く
）
の
課
題
と
取
組
に
つ
い
て
、
権
利
処
理
の
問
題

に
も
触
れ
な
が
ら
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
県
が
ア
ー
カ
イ
ブ

を
持
ち
地
域
の
資
料
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
の
重
要
性
や
、
当

面
公
開
で
き
な
い
資
料
を
収
集
・
保
管
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
、
参
加
者
も
交
え
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パネルディスカッションの様子

シンポジウムの詳細は以下に掲載しています 。
http://kn.ndl.go.jp/static/events

国立国会図書館からの報告

A4　134頁　月刊　1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会
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